筑摩書房版『国語総合　改訂版』（国総357）内容の特色

	教科書名
	調  査  の  観  点

	
	（1）内容
	（2）構成･分量
	（3）表記・表現及び使用上の便宜
	（4）その他

	国語総合
（国総357）
	①具体例に富む評論と古典的・現代的なものを適宜配置した小説教材がよい。
	①随想・評論を中心とした散文教材の収録本数が多く、選択の幅が広い。
	①脚注や地図・図版などが適宜掲げられており学習の便宜になっている。
	①意欲的に発掘された新教材が数多く掲載されていて清新な印象を受けた。

	
	②「表現編」は〈話すこと･聞くこと〉〈書くこと〉に十分配慮されている。
	②具体的な作業手順を示した「表現編」は指導しやすい構成になっている。
	②「学習の手引き」や脚問によって読解を深められるよう配慮されている。
	②現代文読解に役立つコラム（読解の窓・キーワード）がよく整理されている。

	
	③基本的な古文･漢文教材が難易度を配慮して扱いやすく配置されている。
	③古文編・漢文編ともに教材の長短および難易のバランスがよい。
	③学習を補助するカラー図版が必要かつ十分な量で掲載されている。
	③巻末付録の「古語の理解」「古典常識」が授業に利用出来そうで評価出来る。


